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Theaimofthispaperistoidentifythesocioeconomicfactorsthatfacilitatedthemarket
competitivenessoftworuralhouseholdindustries,thehand-weavingandgarmentin-
dustries,innorthernThailand.From themid-1980theregionwitnessedthedynamic
growthoftheseindustriesinconcurrencewiththeemergenceoflarge-scalefactories.In

thissituation,ruralentrepreneurscreatedappropriatenew strategiesforplacingtheir
productsontheurbanandevenoverseasmarketsratherthanstayingwithintheexisting
socialstructure.

Weconcludethat:1)ruralhouseholdindustrieshadacomparativeadvantageinlabor
managementovertheirmoderncounterparts,butatthesametimetheyfacedmarketing

difficulties;and2)therelationalcontractingsystem-intheformofeithertheputting-
outortheadvance-Ordersystems- wasadevicethatallowedruralhouseholdindustries

toovercomemarketingdifficulties.Atthesametime,itwasalsodevicefortheirlarge-
scalecounterpartstoovercomedifficultiesinlabormanagement.
Duetoanincreaseinrealwagesandthecurrencycrisisof1997,manymoderngarment
enterprlSeShaverecentlycloseddown.Theruralgarmentindustryisonthevergeof
annihilation,whereastheruralweavingindustryhassurvived.

Ⅰ 問題の所在と調査対象

ここしばらくのタイの急速な工業化はバンコク首都圏への製造業の過度な集中をもたらし,

農都間の所得格差を深刻化させることになった｡格差是正のために幾つかの政策的処方等が提

示されているが,農村工業の育成 もそのひとつであろう｡ 農村工業については多 くの研究の蓄

*本稿は,世界銀行の研究プロジェクトModernRoleofRuralEntrepreneursinEconomicTransi-

tionに提出された論文 [OhnoandJirapatpimol1998]を,その後の再調査の結果を踏まえて,加

筆 ･修正 したものである｡邦訳論文の出版を許可された世界銀行に記 して感謝する｡ また, 本誌 リ

フリーの適切な指摘にも感謝 したい｡

… 青山学院大学国際政治学部 ;SchoolofInternationalPolitics,EconomicsandBusiness,Aoyama

GakuinUniversity,4-4-25Shibuya,Shibuya-ku,Tokyo150-8366,Japan

'桝 DepartmentofSociologyandAnthropology,ChiangMaiUniversity,Thailand

303



東南アジア研究 37巻 3号

積があるが,そこでは農村工業で採用されるとみなされる技術が,その労働集約性をもって,

過剰労働力を抱える開発途上国の農村経済にとって適正技術となりうることが強調される傾向

がある｡ このことから,開発途上国で農村工業促進政策がひろく採用されることになった｡ し

かし農村工業が経済発展にポジティヴに組み込まれるためには,それが市場競争力を保持する

ことが必要条件である点には充分に留意する必要がある｡たとえ労働集約的であるとしても,

市場競争力をもたない農村工業を政策的助成の対象とすることは,結局は,マクロ的にみた資

源配分を非効率にするであろう｡ では,市場競争力をもっ農村工業は,いかにして形成される

のであろうか｡

ところで市場競争力をもつ農村工業の育成というとき,それはコインの両サイ ドの関係とし

て,農村工業製品をいかに都市の市場に結びつけるかという課題が関連 してくる｡ そもそも開

発途上国の農村では市場経済が未発達であることから,誰がどのような制度 (契約)で局所的

な農村の市場を大きな需要の見込める都市の市場に結びつけるのかという視点も,併せて議論

される必要があろう｡

本稿では,チェンマイ盆地のふたっの農村工業,すなわち縫製業と伝統手織物業 (綿織)を

対象とする｡バンコクが様々な意味で飽和 した80年代末から,この地域にも近代的大規模工場

の進出が本格化することになる｡と同時に,縫製および綿織物を中心とした零細な農村企業の

興隆が報告されている [Korsieporn1990;Mead1981;Pongsapichetal.1989]o主調査は1994

年 3月に,またその後の変化を確認するために1998年 11月に再調査がなされた｡なお登場人

物は,特にことわらない限り,女性である｡

北タイの縫製業と手織物業は,ともに近代的部門 (大規模企業)と農村部門 (小規模 ･零細

企業)から構成されている｡大規模縫製工場 (1994年段階でこの地域に20工場)と異なり,大

規模手織物工場は一般的ではないが,サンカムペン (チェンマイ市近郊の農村手工業の集積す

る町)には手織機を90台備え,染色 ･整経そして販売部門を含めて約 200名を雇用する大規模

手織物工場がある｡この工場では,タイム･カードが導入され,工場規則が貼り出され,また

織子と工場長の社会的関係は希薄であり,監管者 (Foreman)が織子の労働をモニターするな

ど,後述の農村工場とは明らかに異なる労務管理がなされている｡1)一般には,農村工業と近代

的工業を区別する有力な要因として技術格差があげられる｡ しかし本稿の対象に限っていえ

ば,それぞれの産業の主要な技術はミシンと手織機であり,製造技術に有意な差はない｡2)すな

1) 前述の大規模手織物工場内には次のような就労規則が張り出してあった｡｢飲み物を工場内に持ち

込んではならない,工場内でゲームをしてはならない,他人を工場内に連れてきてはならない,

監督者の指示に従わなくてはならない,喧嘩をしてはならない｡もしふたっ以上の規則に違反し

た場合には即刻解雇となる｣｡大規模縫製工場でも,ほぼ同じ内容の規則がみられる｡ これに対し

て農村の作業場では明示的な規則はなく,むしろ暗黙の契約が支配しているといえる｡

2) 大規模手織物工場ではイタリアから中古の力織機を購入して試運転をしていた｡
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わち,技術水準を同じくする大規模工場が併存するなかで,農村工業が存立 しうる要因を探る

ことが可能となる点に本稿の対象の特質がある｡ それはまた,適正技術の観点から議論される

ことの多かった農村工業の存立要件について,新たな観点を提示することにもなる｡

Ⅱ 農村工業の存立要件

1.島村工業の比較優位と劣位

起業家に要請される主要な経営能力として,1)マーケティング,2)資金調達,そして3)

労働資源の管理があげられる｡ 大規模企業では,一般には,それぞれの機能を異なる個人また

は部署が担当する｡ これに対 して,農村工業がそうであるような小規模 ･零細企業では,起業

家個人が全てを担当しなくてはならない｡このことから,製造業の歴史が浅 くまた教育の普及

も充分ではない開発途上国の農村では,起業家の不在を理由として農村工業の発展に悲観論が

支配することにもなる｡ しかし,タイ北部の農村では近年になって農村工業の広範な興隆がみ

られる｡製品市場で競合する大規模企業の併存という状況における農村工業の興隆を検討する

ために,上記の経営能力に関して,大規模工業に対 して農村工業がもちうる比較優位と劣位の

関係について次の枠組みを措定しよう｡

農村工業の製品を都市に供給するには,販路の確保だけでなく本稿で対象とする衣類につい

て特にそうであるように,都市消費者の晴好情報の入手という双方向的なマーケティング活動

が不可欠となる｡ しか し農村に散在する農村起業家にとって,それは容易なことではない

(マーケティング制約仮説)｡また,一般には担保資産を欠く農村起業家は,農村では信用市場

が未発達という現実ともあいまって,資金調達についても不利な立場にあるとされる (資金陰

路仮説)｡このふたっが,農村工業の直面する主たる比較劣位といえる｡これに対して,労働資

源については,農村起業家は次の2点で比較優位をもつであろう｡ 今日の開発途上国では,先

進国がその発展の初期段階にあったときと比較 して,最低賃金 ･有給休暇 ･産休の有給化 ･解

雇権の制限など雇用労働にかかわる様々な法的規制が整備されている｡3) こうした規制の適用

は,ある一定規模以上の工場に限定されるか,または小規模 ･零細工場は実質的に対象の枠外

にある｡この規制の二重構造は,大規模工場にとって労働の実効コストを高めることから,近

代的部門に対する労働者保護的規制が整備されるほど,労働コストについて農村工業の比較優

位が強まる｡4) また初期の工場では, 中間管理職の不足が工場組織の効率的運営の妨げになる

3) わが国で労働基準法としての工場法が制定されたのは1911年 (ただし, 施行は1916年) である
が,限 られた内容にとどまっていた｡本格的な労働基準法が制定されるのは戦後の労働基準法

(1947年)からである｡
4) タイの労働者保護法によれば,勤続 3年以上の労働者の解雇については最終賃金の 180日分の補償 ♂
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ことがある [ThompsonandMcHugh1995]｡これに対して農村企業では,農村社会の人間関

係を基盤とした契約の履行が可能となる｡それは,雇用契約にとどまらず,情報が不完備な環

境における経済取引にともなう諸問題をも緩和するであろう (労務管理 ･規制の二重構造仮

読)0

2.取引形態

農村縫製業と手織物業の主たる経済主体は, 1)都市経済主体 (近代的製造業 ･卸売や小売

業者 ･輸出業者), 2)農村起業家 (以下,単に起業家),そして3)農村の生産労働者 (縫子

と織子)である｡ 従って,取引も二段階となる｡ なお,生産労働者は,起業家の集中作業場で

働 く労働者 (内織子と内縫子)と自宅で作業する労働者 (外織子と外縫子)に分けられる｡

本稿で対象とした起業家は,都市経済主体と関係的契約 (relationalcontract)で結ばれてお

り,エイジェンシー関係が成立 している｡5)また,起業家と生産労働者も同じく関係的契約で結

びついている｡すなわち起業家は,都市経済主体をプリンシパルとするエイジェントであると

同時に,農村の生産労働者をエイジェントとするプリンシパルでもある｡ またこれらの関係的

契約は,長期的な反復取引となっている｡ 反復取引による顧客関係の成立は,よく指摘される

ように,囚人のディレンマの状態からナッシュ均衡をうみだして契約を自己拘束的とすること

により,機会主義的行為を抑止することになる [Geertz1978]｡このことは,情報が不完備な環

境のもとでの取引を円滑にする効果をもつ｡

ところで,縫製業と織物業とでは異なる関係的取引が観察された｡縫製業では,起業家は大

規模縫製工場から裁断済みの生地の供給を受けて,指示された仕様で縫製した後,定められた

期間内に納品するという問屋制度 (Verlagsystem)が採 られている｡ これに対 して織物業で

は,起業家は都市経済主体か ら注文を受け,原料糸は起業家が購入するという注文制度

(Kaufsystem)が採用されている｡ この対照は,製品仕様についての技術的主導性を誰が持っ

かにより説明される｡6)縫製業では,色 ･柄そしてスタイルなどについて流行りのある需要情

報とそれを体化 した生地の入手に比較優位をもつ大規模縫製工場に技術的主導性がある｡裁断

済みの生地の供給は,そうした需要情報の供給を意味している｡ これに対 して手織物業では,

＼金を支払わなくてはならない｡1998年の改訂では,勤続10年以上では,最終賃金の300日分など
の条項が追加されている｡ また,労働者共済基金への支払いも,従業員規模10人以上で必要とな
る｡今回調査した農村縫製起業家の多くは,労働共済基金-の支払いを避けるために従業員規模
の拡大を避けるか,または仕事を労働者の自宅でおこなわせる (問屋契約)ようにしていた｡

5) 関係的契約とは,取引関係の一般的条件および意志決定と紛争処理手続きのみを定める契約であ
り,スポット取引と組織内取引との中間領域にある [MilgromandRoberts1992]｡

6) 技術的主導性とは,浅沼 [1996]の概念であり,製品の開発･製造段階でのイニシャティヴを意
味する｡
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都市経済主体は糸の質と色についての限られた指示をおこなうだけであり,技術的主導性は製

織技術に長けた起業家 (織元)にある｡ そのために縫製業では問屋契約が,そして手織物業で

は注文契約が採用されることになる｡また,手織物起業家は自ら原料糸を購入するが,大量注

文の場合には糸屋から掛け買いをしたり注文主から手付けを取っている｡従って,農村縫製業

は言うに及ばず,手織物業でも原材料についての資金制約は大きくなっていない｡なお,起業

家と縫子または織子との間には,双方の産業において問屋制度が採られている｡

経済史では,問屋制度を,家内工業から工場制手工業もしくは工場制度にいたる過渡的な,

それゆえに後れた生産形態と見なすことがある [Wardell1992]｡ しかし,たとえばわが国の経

験でも,われわれの対象と同様に,19世紀末に経済が離陸を開始するとともに農村手織物業が

問屋制度のもとで興隆している [谷本 1998]｡この事実は,経済発展における農村工業の役割

について新しい観点を提示している [Hayami1998:Chap.1]｡本稿の問題意識も,まさにこ

こにある｡

ところで問屋契約では,散居する労働者の監視が困難なことから原材料の誤魔化しや品質管

理が問題となるという｢問屋制度に内在する軋蝶｣[Landes1969]が指摘されている｡これは,

エイジェンシー理論における契約の監視 ･履行問題,すなわちモラル ･-ザードに他ならな

い｡この ｢乱蝶｣-の対策とその処理にも注目して議論をすすめる｡

Ⅲ 事 例

対象とした起業家の特性が表 1にまとめられている｡彼らは,GHを除けば,出身村で事業を

展開している｡紙幅の制約があり,聴き取りをした起業家すべての詳細な記述はできないが,

幾っかの事例の紹介から現状の把握を試みよう｡

1.起業家と農村生産労働者
トゥクトゥク

縫製起業家は,農地を持たず,夫も大工 ･乗合自動車の運転手など低賃金職種に就いている｡

織物業でも,夫が村長である2例を除けば,夫が他界した後に生計の維持を目的として事業を

開始 している｡ すなわち,少なくとも事業開始の時点では,起業家の多くは農村の低所得者層

に属しており,契約関係にある生産労働者との間に社会 ･経済的側面で有意な格差があったと

は認められない｡学歴もほとんどが中卒である｡この事実は,農村社会における潜在的起業家

の豊富な存在を窺わせている｡なお,縫製起業家GHは,他とは趣を異にしている｡彼はバン

コクで縫製工場の下請けをしていたが,賃金の上昇や,少しでも良い労働条件が提示されると

縫子がすぐに離職するなどの理由から,北タイに作業場を移している｡調査時点では縫子 12人

を雇っていたが,将来は30人態勢にするという｡都市における労賃の上昇から生産拠点を農村
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表 1 起業家の特性 (1994年調査時点)

桓 従業員数i特 記 事 項
GA 1991 .0 8 夫は大工 o

GB 1987 6 2 ト ウ タ トゥク夫は乗合 自動車運転手○縫製工場に16年勤務o

GC 1994 5 0 GBの下請けo夫は大工○

GD 1992 0 12 縫製工場に4年勤務o企業のユニフォーム製造o

GE 1987 2 7 縫製工場に24年勤務o

GF 1984頃 20 不定 サンカムペンで小売業兼縫製業○日本に輸出o

GG 1991 3 6 マレーシアで結婚して帰国後,縫製工場の下請けo

WA 1991 5 2機織村の出身者o零細o寡婦o

WB 1974頃 3 12サンカムペン近くo寡婦o

WC 1974頃 9 46CMl)から40kmo機織りが盛んな山間部○輸出○夫は村長o

WD 1984頃 21 30CMから60kmo寡婦o草木染○輸出o

WE 1964頃 30 0WDの近くo寡婦o高級品.草木染o

注 :1)CM はチェンマイ市｡

に移すという論理は,プロト工業化のそれである｡

農村縫製業の興隆は縫製工場の進出が始まった80年代後半以降であるが,これに対 して多

くの手織物業は70年前後に事業を開始 している｡ただし,後者も,事業が拡大するのは比較的

近年になってからである｡もともと手織物は自家消費用に製織されていたものであり,市場化

は限られていた｡7)それが本格化 したのは, チェンマイ市-の観光客の増加により小売店の需

要が増えたこと,また政府主催の見本市に起業家が出品してバンコクの卸売りや輸出業者と取

引関係ができたことを契機としている｡ さらに農村部の道路が整備 ･舗装され,都市とのアク

セスが容易となったことも重要な促進要因であった｡

縫子と織子は起業家と問屋契約で結びついており,原材料の提供を受けている｡農村社会で

階層的差異のほぼない起業家と生産労働者を区分けるのは,前者が都市の経済主体と関係的契

約を締結 していることである｡ このリンクを通 じて個々の縫子や織子は製品を市場化 している

が,それは販路の確保にとどまらない｡縫製業では,縫子は裁断済みの布地の供給という形で

需要情報を受けており,問屋契約のもとで,縫子は流行という需要情報の収集という困難な作

業から開放されている｡その程度は低 くなるものの,手織物業でも起業家は都市経済主体から

色合いや柄などの市場情報の提供を受け,それを参考にして染色 ･整経 した糸を織子に渡 して

7) 歴史的にみれば,東南アジア内陸部でも織物は広範な交易の対象でもあった [Bowie1992]｡
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いる｡ このように農村生産労働者は,問屋契約のもとで,マーケティング制約と資金制約から

開放されている｡ 確かに縫子はミシンを,そして織子の多くは織機という生産手段を所有して

いるものの,これまでに述べた理由で,彼らは独立自営業者とはいえない｡

2.縫製起業家の事例

GBは,チェンマイの近代的縫製工場に 16年ほど勤務 して,班長にもなっている｡退職後は,

その工場と問屋契約を結んで,出身村で縫製業を始めた｡工場から裁断済みの布地が供給され

ることから,起業家にとって流動資本の調達は不必要となる｡綾子 (内縫子 6人と外縫子 3人)

は全員が近代的縫製工場で働いた経験があり,結婚や出産を機に退職 している｡ 縫子となるに

はミシン(中古の足踏 ミシンで3,000バーツ)の所有が前提となるが,これらは他の事例でも共

通する形態である｡ すなわち,縫製起業家にとって,流動および固定資本についてともに資金

制約が問題となっていない｡

彼女は, 1着を4バーツで請け負い,綾子に2バーツの出来高給で縫製を委託 している｡ 縫

子は平均 して 1日30着を仕上げることから1日あたりの収入は60バーツになり,同額の粗利

益がGBに入る｡他の事業所でも,縫子の 1日あたりの収入は50- 70バ ーツであったが,こ

れは地域の農業労働賃金にほぼ等しい｡

ところで調査時点での法定最低賃金は,チェンマイ県で 101バーツ,そしてラムプーン県で

93バーツであり,農村工業における労働者の収入は法定最低賃金率を大きく下回っているかの

ようである｡ しかし,これは縫子たちが足踏 ミシンを使っていることによる｡ある外縫子は,

足踏から中古の電動 ミシン(8,000バーツ)に替えて生産性が2割以上高まり,1日あたり (た

だし約 10時間の作業)で 100バーツはど稼げるようになったという｡また近代的工場にとって

は,例えば足踏みミシンの場合でも縫子の日給が60バーツで同額の中間マージンが起業家に

入ることから,縫子の労働コストは1日あたりで120バーツと法定最低賃金を超えてしまい,

決 して農村縫子といえども低賃金労働ではないことになる｡8)

チェンマイ市にある近代的縫製工場 (製品はドイツに輸出)の工場長への聴き取りによれば,

工場労働者の雇用調整が法的に困難となっている現状では,生産調整が容易な下請けを利用す

ることにより在庫 リスクを軽減でき,また設備投資も節減できることが下請けを利用する利点

という｡ また,労務管理も起業家の責任となるために,監督者を雇用する必要もrd:.い,ともい

8) ただし,縫子が所有する資本 (ミシン)への分配率を考慮すれば,農村の縫子を雇用する費用は

割引いて考える必要がある｡ただし,中古足踏みミシンが3,000バーツ,預金利子率を10% とし
たときの資本の機会費用は1日1バーツ程度にしかならない｡工業用ミシンや原価償却を考慮し
ても, 1日数バーツにとどまる｡従って,雇用者にとっての農村縫子の労働コストは工場労働者

(縫子)と比較しても必ずしも低賃金労働とはいえないであろう｡
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う｡すなわち,名目的な労働コストに大きな差はないものの,規制の二重構造により実効労働

コストが近代的縫製業で高くなる｡ このことが,農村起業家-の下請けが生成する要因となっ

ている｡ このように縫製業では近代的工場と農村工場は共生的関係にあり,農村縫製業が近代

的縫製企業の登場とともに族生してくることになる｡

ただし,起業家が管理を怠ると品質に問題がでると工場長は指摘するが,これはランデスの

いう ｢問屋契約に内在する軋摸｣に他ならない｡ しかし縫製業の場合には,裁断済みの布地が

供給されることから原材料の誤魔化 しは困難であり,また縫製が適切になされているかを

チェックすることにより品質管理も容易であることからエイジェントの機会主義的行為はそれ

ほど深刻とはならない｡ただし,それでも起こりうる軋蝶の回避のために,かつて工場で班長

としての勤務経験のある起業家と契約するという｡ また,縫子の多くも近代的縫製工場に勤務

した経験を持ち,結婚などを機に退職した人々である｡ ある縫製業起業家は,こうした経験を

持っ縫子のほうが管理 しやすいと指摘する｡これは工場制度のもとでの職業的社会化が,農村

工業でも有効となりうるものと理解される｡ また,近代的工場で班長として勤務 していたある

起業家は,そこでの品質管理や労務管理の経験が役に立っているという｡近代的縫製工場が人

的資本の側面でも農村縫製業を創出するという外部効果をもっことは注目に値 しよう｡

縫製起業家と縫子との間でも,｢問屋制度に内在する軋蝶｣は聞かれなかった｡これは,ひと

つには前述したように製品のチェックによりエイジェントの仕事の事後的監視が可能であるこ

とによる｡たとえば起業家 GAの場合,縫製工場から返品される不良品は約 2%であり,それ

らを縫子に縫い直させている｡ごく稀にではあるが,縫い直しができないケースがあり,その

ときには縫子は60バーツで布を買い取らなくてはならない｡

しかし丁寧な仕事と納期の遵守のために,起業家は様々な賞罰システムを考案 している｡た

とえばGBは,近隣の孫請けにも仕事を請け負わせている｡ 孫請けたちは,かつてはGBの内

縫子であった｡彼女たちを統制するために,GBは納期を2日と短く設定し,納期を守れないと

きには契約を打ち切り,また納期を守り丁寧な仕事をする孫請けにはコンスタントに仕事を委

託するなどしている｡契約の打ち切りを含ませた短期契約の継続は,モラル ･-ザードを阻止

するうえでも有効となる [Fudenbergetal.1990]｡

さらに縫子と良好な関係を保っことも,関係的契約を維持するために有効である｡9)GBは,

｢この事業をするにはコンスタントに仕事を請け負わなくてはならない｡さもなければ縫子は

他のところに移ってしまう｣という｡彼女は,月あたり2,000から3,000枚のシャツの縫製を請

け負うが,それらを過不足なく縫子に配分することが彼女の最も重要な仕事のひとつであると

いう｡円滑な関係を維持するためには,｢常に縫子と良好な関係を保ち,彼女たちからクレン･

9) こうした関係の構築には,人間関係-の日常的投資が必要となる [Flora1998]｡
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ジャイ (krengjai)を得るようにしなくてはならない｣という｡ 他での聴き取りでも頻繁に聞

かれたこの言葉は,他人への配慮を意味し,また他者に対する社会的義務をも内含 している｡

すなわち,円滑で良好な社会的関係を維持するためのタイ社会の価値観を現しており,10)それ

が取引における潤滑油の役割を果たしている｡

孫請けのひとりGCは,出産を機にGBの内縫子を辞め, 5人の縫子を集めて自宅で孫請け

を始めた｡GBは納期を守らないと次には仕事を回さないというので,作業場では,納期を守る

ために全員が夜9-10時まで働 くこともあるという｡ピア･グループにおける共同責任が生

産性を高める働きをしているといえよう｡ こうした共同責任は,多かれ少なかれ,どの作業場

にもみられるものである｡ 在来の人間関係だけに依拠するのではなく,農村起業家は,諸々の

契約形態を勘案して取引を円滑にする工夫がなされていることを指摘しておきたい｡

生産労働者にも目を向けてみよう｡バンコク生まれのSAは,結婚して夫の村にくるまでは,

バンコクの大規模縫製工場に6年はど勤務していた｡1993年に中古の電動 ミシン (9,000バー

ツ)と中古の端縫いミシン (2,000バーツ)を購入し,隣村の縫製起業家の外縫子となった｡こ

の起業家は,チェンマイ市の近代的縫製工場の下請けをしている｡SAは,5日の納期サイクル

で,200枚の裁断済み生地と糸の供給をうけてシャツを縫製 している｡ 完成品を縫製起業家に

納品して,次の仕事をもらってくる｡製品 1枚につき2.5バーツの出来高給である｡1日あたり

で約 100バーツ,平均 して月20日働 くので,月2,000バーツの収入となる｡電動 ミシンを所有

していることから,他の綾子よりも日給が高 くなっている｡ この村での農業労働賃金は約70

バーツであるが,農繁期の5月から7月以外,労働需要は多くない｡従って,農村の主婦にとっ

て,縫製の仕事は,家事への時間配分が容易である就業形態であるとともに,それなりの収入

をもたらしている｡SAの起業家は幾種類かのシャツの縫製を請け負っているが,SAには特定

の種類の縫製しか委託してこない｡ただし,たまに期間内に処理できないということで別の仕

事を回してくる｡ そのときには1枚につき5バーツが支払われるが,馴れていないこともあり

1日に10枚程度しか仕上げられないという｡では,そうした仕事は断ればとの問いに,彼女の

回答は ｢クレン･ジャイ｣であった｡

クレン･ジャイやピア ･グループの圧力といった在来の人間関係に基づく規範や信頼関係

は,農村工業が円滑に運営されるうえでの重要な資源となる [OhnoandKikuchi1998]｡しか

し,伝統社会の規範にも限界はある｡ サンカムペンで小売業を営むGF夫妻は,19.94年にバン

10) もちろん,長期的に仕事を確保するための経済合理的判断がGAさんにあることを否定はしない｡
しかし,クレン･ジャイという言葉の背後には,経済合理性を越えた社会的に合理的判断が機能

しているといえる｡タイの年輩の人々は,今日,クレン･ジャイが廃れつつあると嘆く人が多い｡
あるタイ人によれば,工場のなかの人間関係では, もうこの価値観は機能していないという｡ ク

レン･ジャイについては,たとえばSuntree[1990]を参照されたい｡
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コクの輸出業者と問屋契約を締結 した｡はじめは返品率も高かったが,その後,品質管理を厳

しくしてほぼ返品はなくなった｡20人の縫子を雇って,店の裏手の作業場で縫製をさせてい

る｡ かつては近隣の縫子で足りていたが,近 くに大規模工場が進出してきたことから縫い子が

集まらなくなった｡そこで,山間部の未婚女性 5人を住み込みで雇用 している｡近隣の繕子は

もはやクレン･ジャイを持たなくなってきたために管理が大変で頑痛の種だ, とGF婦人は嘆

く｡ 事業を広げたいが,労務管理にも限界があるのでできないともいう｡ 在来の社会関係に基

づく労務管理では事業の大規模な展開は困難であり,また代替的労働機会の登場とともに伝統

的規範も効力を失うことになる｡ そのなかで,起業家も,より低賃金の労働者を山間部から採

用 してくることになる｡在来的人間関係により円滑になされていた取引関係が経済発展ととも

に機能 しなくなり,代わって,萌芽的な工場制度 (マニュファクチュア)が出現 しはじめたと

いえよう｡ここでいう集中作業場とマニュファクチュアには,そこで在来の人間関係が労務管

理にかかわっているか否かの違いがある｡ 在来の人間関係で労務管理が可能となるところに農

村工業の比較優位の一端がみられるが,工業化の進展によりその優位性が失われていくことに

なる｡

3.手織物起業家の事例

近代的工場の周辺で農村縫製業が展開するのに対 して,手織物業は比較的辺邸な地域でおこ

なわれている｡このために,クレン･ジャイなどの伝統的規範がより残存 している｡さらに代

替的就業機会が限られていることから,織子の手織物起業家に対するコミットメントも高いよ

うである｡ このことが,起業家と織子の契約関係を円滑にさせている｡また夫が村長である

WCやWFの場合,契約の履行について夫の社会的地位が機能 していることは想像に難 く吃

い 011)

まず,ふたっの事例を紹介 しよう｡山間部の村に作業場を構えるWCは,母親が営んでいた

手織物業を 1970年代半ばから引き継いだ｡当時,織機は5台でしかなかったが,その後,政府

から資金を借りて現在は55台まで増やしている｡ 46台は出機にしているが, これは彼女の作

業場の収容能力に限界があるためである｡ 織子たちも自前の織機を所有しているが小幅織物用

であり,織 り幅の国際規格であるヤードまたは100cmが製織できない｡そこで起業家は,広幅

用の織機 (3,000バーツ)を購入 して出機することにした｡12)ここで固定資本について資金制約

が問題となるが,WCをはじめ多 くの起業家は女性グループに対する政府の貸付制度を利用 し

て織機を購入 している｡WCは,かつてはチェンマイ市の小売に行商していたが,1989年から

ll) 調査対象とした手織物起業家のなかでは,このふたりが最も多くの外機織子と契約している｡

12) 織機は約30年使えるという｡従って月あたりの減価償却費もわずかな額にとどまる｡このことか

ら,出機も無料でなされる｡

312



大野･チラバトピモール:タイ北部における農村縫製業と手織物業をめぐる市場形成

はサンカムペンの卸売業者から継続的な注文が入るようになった｡ここから事業の拡大がはじ

まっている｡ WFは雑貨屋を営んでいたが,1970年代半ばから織機 15台を備えて織元となっ

た｡はじめはチェンマイ市の小売業者に卸していたが,その後,政府主催の展示会に出品して

バンコクの輸出業者そして日系の輸出業者から注文が来るようになり事業が急速に拡大 した｡

現在は, 内機織子 35人と外機織子 105人と契約 している｡ また布から様々な服 ･三角枕 ･ポ

シェットなど様々な小物を作っており,そのために15人の縫子を雇っている｡こうした多様な

製品開発は, しかしながら,後にみるようにWFの衰退の一因ともなった｡

織物起業家と楊子は問屋契約で結ばれているが,この契約には織子のモラル ･-ザー ドが発

生する｡ 茂打ちを緩 くするなどによる糸目の誤魔化 しがその典型であるが,それは品質の悪化

をもたらす｡この間題を阻止するために,多くの織物起業家は前貸 しする原料糸と納品された

製品の計量をおこなっている｡またWCは,賃金を製織 した布の長さではなく使った糸の重さ

で決めている｡ これは,長さによる出来高賃金だと,筏打ちを緩 くして糸目を誤魔化す誘因を

織子に与えてしまうためである｡ 山間部で代替的就業機会が少ないために機会主義的行為の代

償は大きくなり,またWCの夫が村長であることから社会的制裁もなされやすい筈である｡ に

も関わらずWCがこうした報酬形態を採用していることは,モラル ･-ザー ドの広汎な潜在性

を窺わせている｡またWFも,日系の輸出業者との取引では,当初は不良品の返品率が20% に

もなったが,外機織子を訪れて品質管理をするために親戚の女性 3人を雇う(日給 100バーツ)

ことによりこの問題は解消されたという｡ やはり ｢問屋契約に内在する乳蝶｣が問題となって

おり,大規模工場の監督者に相当する者を雇わざるをえなくなっている｡同じ村に居住 しなが

らも問屋制に内在する乳蝶がおこりうるということは,都市の経済主体が織子と問屋契約で直

接取引することがいかに困難となるかをも窺わせている｡

これに対 して,他とは異なった労務管理形態をとるのが,草木染めによる綿餅という高級布

地を製織するWEである｡ WEは母親が 1960年代半ばに始めた事業を,母の死後に引き継い

でいる｡1980年代半ばころには,織機 も現在の30台になっている｡織子は,6カ月 (染色など

は3カ月)の試用期間を経て採用となる｡ 品質を重視することから,30人の織子は全て内機で

ある｡賃金も品質を重視することから日給であり,最低が55バーツで最高が 150バーツ (4人

のみ)となる｡賃金水準は織子の技能により数段階に分けられており,技能が高まるとともに

昇給する｡WEが品質管理をして,品質に問題があれば注意を与えている｡ それでもなお問題

があるときには,降格もあるという｡ ふたっの村の織子たちを起業家が車で送り迎えすること

から,労働時間も朝 8時から午後 5時までと決まっている｡ こうした組織形態は,農村企業と

いえども工場制度に近い特性を備えているといえる｡高品質の布の場合には頻繁な監視が不可

欠となるために,集中作業場に労働者を集めて監視のもとでの作業が要請されることになる｡

品質管理という目的から,こうした工場制度に特有の組織形態が構築されている点には留意す
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べきであろう｡この限りでは,品質管理問題が問屋制度の衰退につながるというランデスの論

理が妥当している｡

手織物業の将来を占うひとつの事例を紹介しておこう｡ サンカムペン近郊で手織物の作業場

をもつWBは,バンコクとチェンマイの卸売業者から注文契約を受けている｡彼女は伝統的織

柄のサンプル布を数多くもっており,それに基づいて注文を受ける｡織子は内機と外機を含め

て 15人おり,さらに機掠えのために10人を雇っている｡ 織子の賃金は出来高給であり,平均

して 1日80-90バーツとなる｡ これは近郊の農業賃金とほぼ等しく,また他の織物起業家の

支払う報酬よりも高い｡これはサンカムペン近郊では代替的就業機会が多く存在するためであ

る｡そのために織子が集まらなくなっているなど,経営が困難となることが予測された｡

しかし1998年に再訪したとき,経営の実権は娘に移って事態は大きく変化していた｡ 彼女

は,大卒後しばらく時計製造工場で販売担当部門にいた｡帰村後に,わずかばかり残っていた

農地を売却して,生産性を高めるためにバッタンを10台購入 した｡13)また調査時点では,日本

に輸出するテーブル ･マット6,000枚を受注するなど, この農村企業は積極的な展開をみせて

いる｡ただし40代と50代が中心の織子のなかで,20代後半の第2世代の起業家が登場 したた

めであろうか,調査時点での過去 1年間に糸の量目の誤魔化しや織賃を前払いしたにも関わら

ず製織 しないなどの理由で5人の織子との関係が精算されている｡ そこで,若い起業家は,織

子を専属とパート (彼女の言葉に従えば,よい織子と悪い織子)に分けて,前者には借金に応

じるなど徳 (プンクン)を積んでクレン･ジャイの得られる良好な関係の構築を心がけている,

という｡大卒で都市経験のある第2世代の登場により,この作業場は新たな展開を見せている｡

起業家のほとんどは小卒であり,教育が農村工業の興隆の制約とはなっていないことをみてき

た｡ しかし,後に触れる縫製起業家 GGの場合も含めて,教育が農村工業の新たな展開を促す

要因となっているといえる｡

ここで織物業について,都市経済主体と農村起業家との間では問屋契約ではなく,注文契約

が採用されていることに言及しておこう｡ ひとつには,前述したように技術的主導性をもっの

が起業家 (織元)であることがある｡さらには,縫製と異なり織物では起業家と織子の間にお

いてすら糸目の誤魔化 しといった織子の機会主義的行為が発生することをみてきた｡とすれ

ば,エイジェントとしての起業家との契約の監視や履行が困難となる都市経済主体にとって,

機会主義の問題はより深刻となると予想される｡ そのために都市経済主体は問屋契約を忌避 し

たと考えられる｡ ただし,この点については十分な情報が得られておらず,今後の課題とした

い｡

13) 1733年にジョン･ケイにより発明された,紐を引くことにより滑車によって梓投がなされる半自
動織機｡
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Ⅳ その後の農村企業

1.縫製業

1998年 11月に再調査を試みたが,GGと企業のユニフォームを受注するGD以外の起業家

は事業から撤退 していた｡初回の調査時点において,既に,実質賃金の上昇により大規模縫製

工場はラオスやカンボジア-の移転を始めていた｡共生関係にある大規模工場を失った起業家

は,その存立基盤を失うことになる｡ また小売業を営むGFも,賃金の上昇にともなうコスト

高を理由にバンコクの輸出業者からの注文が 1996年以降途絶えてしまい,縫製業から撤退 し

ている｡ そうしたなか,生き残っているGGの事例を紹介しておこう｡

サンカムペン近郊の村に住むGGは,大学卒業後にマレーシアにわたり-ア･ドレッサーと

して働いていた｡1991年に帰国して,近代的縫製工場の下請けを始めている｡しかし1995年頃

から,その工場は事業を縮小して注文が途絶えた｡そこで彼女は自宅に電動 ミシンを備えて山

間部の女性 4人を雇って縫製し,製品をバンコクで行商し始めた｡運転手 (月給 7,000バーツ)

を雇い,月20日程度はバンコクにいるという｡ バンコクでは,北タイで特有の布を使った服飾

品がよく売れるという｡海外で暮らした経験や高学歴であることなどが,彼女の進取性の背後

にあるであろうことは想像に難くない｡逆に言えば,そのような進取性を他の起業家に期待す

ることは困難であり,プリンシパルを失った多くの縫製業起業家たちは事業からの撤退を余儀

なくされたといえる｡

農村縫製業の興隆は,都市における賃金の上昇やギルドなどの規制が都市製造業の農村への

移転を促 したというプロト工業化の議論と重なる点が多い｡ただし余りにも急激な賃金上昇,

そして低賃金のフロンティアとしてのインドシナ三国の登場は,北タイにおいても近代的縫製

業そのものを撤退させ,共生的関係にあった農村縫製業も衰退 していくことになる｡さらに

1997年の通貨危機以降に古着市場が拡大したことが,縫製業の衰退に追い打ちをかけた｡これ

により,輸出市場のみならず国内市場も失った農村縫製業は壊滅的打撃を受けることになっ

た ｡

2.手織物業

通貨危機の影響をもっとも受けたのは,100人を超える織子を抱えていたWFである｡1998

年の調査時点では,内機織子 20人と外機織子 20-30人 (需要の多寡で変化)までに事業の縮

小がみられた｡ 輸出業者からは,製品価格の上昇を理由として1977年前半から注文が途絶え

た｡また通貨危機以降,国内の小売 ･卸売業者からの注文も半減 している｡ かつては1メート

ルあたり25バ-ツであった織賃も,いまは15バーツに下げられた｡1994年時点では,資金も
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潤沢であったが,織元は銀行からの借り入れが必要となりはじめたという｡

これに対 して,平織 りの低 ･中級品を生産するWBやWCの事業には大きな変化はみられ

ない｡製織 した布から服や様々な小物を製造するWFや後述のWDなどと異なり,WBと

WCは製織専業である｡たとえば,WCの作業場に1996年から日本女性が年 2度訪れ,一度に

300メー トルの布地を購入するようになった｡ 彼女はサンカムペンの工場に依託して縫製 し,

日本に輸出しているという｡WFのように消費者の噂好を充分に入手できないまま製品開発す

るよりも,素材のままでの販売のほうが良好な経営を維持できている事実は,起業家には消費

者の噂好情報の入手とその製品化能力に制約があるというマーケテイング制約仮説を支持する

とともに,農村工業のひとつの限界を示 しているといえよう｡

草木染めをするWDとWEの事業にも変化がみられるが, その様相は異なっている｡ 中級

布地を製織するWDは1994年から日本などに輸出を始めて,一時は生産の9割を輸出してい

た｡ しかし織賃の上昇と通貨危機によりアジアでの需要が減少 したために,輸出は生産の半分

に減少した｡また,通貨危機以降は国内需要も減少 している｡そのために,織子を1994年の51

人から1998年には37人に減らしている｡ これに対 して草木染めによる綿餅という高級布地を

生産するWEの対応は,WDと対照的である｡WEにも輸出業者からの接触もあったが,輸出

業者の希望する同一規格 ･大量生産には応 じられないことから契約を断っている｡ そのため

に,海外の流通ルートに製品をのせることはできていない｡経済成長の続 くタイでも草木染め

の高級手織物が奮移品として見直されつつあったことから,製品は国内市場を中心に販売され

ていた｡そのために,WEは経済危機の影響を大きく受けることになった｡ しかし高級布地の

生産ということから織子の技術水準は高く,WDのような雇用調整はなされていない｡しかし

織子の生計維持を考慮 して生産活動を続けていることから,在庫が膨らんでいる｡内需の回復

が遅れるようだと,WEはさらに大きな経営危機に直面する可能性がある｡

Ⅴ 結 び

北タイでは,近代的工場の進出と同時に,都市経済主体との関係契約をベースとした農村工

業の興隆がみられた｡

農村縫製業と手織物業は,そもそも,その成り立ちが異なる｡ 前者は都市の近代的縫製工場

から農村零細企業への下請けとして成立 し,後者はもともと存在 していた在来産業の製品が都

市市場に向けて生産されるようになったものである｡農村工業についてはプロト工業化の議論

と関連付けられることがあるが,そこでは前者のタイプが中心に議論され [Pollard1965;斉藤

1985],農村の低賃金労働がプロト工業化を誘発すると考えられた｡ランデス [Landes1986]

も農村部への問屋制度の普及が欧州,とりわけ英国の工業製品の国際競争力を高めたことを指
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摘 している｡ この枠組みは,今 日の開発途上国にも妥当するであろう｡ たとえば,菊池

[Kikuchi1998]によるフィリピンの農村縫製業の検討は,制度部門に適用される最低賃金法

や労働組合の存在が農都間の賃金格差を生み,それが問屋契約を通じて農村縫製業を興隆させ

たことを指摘している｡ しかし,北タイにおいては, ミシンの性能の違いによる生産性を調整

すれば,農都間の賃金格差は大きくない｡14) むしろ,近代的縫製企業の工場長の発言からも明

らかなように,規制の二重構造を背景として,需要変動に対処するための雇用調整の手段とし

て農村縫製業が利用されているといえる｡15) いずれにせよ,近代的縫製業と農村縫製業は共生

関係にある｡

これに対して農村手織物業の興隆は,市場競争力を潜在的にもっ在来製品が,都市の経済主

体により掘り起こされていく過程と捉えることができる｡起業家が原料糸を購入していること

からも明らかなように,手織物業の興隆を阻害 していたのは運転資金の駐路ではなく,マーケ

ティング制約であった｡この制約を解消したのが都市経済主体との関係的契約であり,その成

立を促した要因として, 1)農村と都市を結びつける呼び水政策としての見本市, 2)経済発

展とともにチェンマイ盆地で道路インフラが整備されて農村部と都市部の交易が容易となった

こと,そして3)政府による信用供与が固定資本 (織機)にかかわる起業家の資金陰路を解消

したこと,があげられる｡

手織物業については,大規模工場と農村工場は競争的関係にある｡そして前者よりも後者が

興隆している現状は,農村工業が大規模工業に対して比較優位をもつことを示唆 している｡ 別

の観点から言えば,サンカムペンにある大規模手織物工場 (工場主はこの地方の地主)は販禿

店を併設 しており,また輸出業者との直接取引もある｡ すなわち,マーケティング能力を備え

ていることから,相対的に大規模な工場となりえている｡ しかし大規模であることから,経営

者と織子との雇用契約には,小規模工場でみられるような社会関係を包摂 した関係はみられず

に,雇用契約の履行に関わる監視と規律が必要となっている (注4参照)｡小規模な農村工業で

はそうした契約履行コストが顕在化 しないところに,農村工業の比較優位の一端を認めること

は可能であろう｡

WEの作業場において近代的工場で特有と考えられるような労務管理戦略が採られているよ

うに,農村起業家といえども在来の人間関係に基づく伝統的な経営形態に甘んじるだけでなく

積極的な展開をみせていることにも留意すべきであろう｡ しかし,人件費の高騰と通貨危機の

影響により,製品の多様化を図った起業家や高級布地を小ロットで製織する起業家が事業の縮

14) タイとフィリピンの農村工業の比較については,OhnoandKikuchi[1998]を参照されたい｡
15) フィリピンの近代的工場では労働法で認められた見習工 ･養成工が雇用調整可能な労働者として

利用できるが,タイの労働法では明確には認められていない｡フィリピンの近代的縫製工場にお

ける見習工 ･養成工については,大野 [1997]を参照されたい｡
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小を余儀なくされており,逆に中級布地だけを製織 して縫製は都市経済主体に任せるとする起

業家の事業が比較的好調である｡換言すれば,最終消費財まで生産したり(WF)大量生産がで

きない高級品を製織する起業家 (WE)よりも,中間財としての布を製織する企業家 (WBや

WC)のほうが経営が相対的に順調であることは,起業家にとってのマーケティング制約が関

係的契約のもとでも完全には克服されていないことを物語っている｡また小稿で議論したふた

つの産業は,農村工業が一様な性質を持っものではなく,類型化の試みが必要となることを示

唆している｡16)

小稿の観察で,もうひとつ強調すべきことは,農村起業家たちが,情報が不完備な環境下で

の取引を円滑におこなうために暗黙の契約ともいうべき取決めを考案 していることである｡

｢経済発展とは市場の形成過程である｣という開発経済学の命題は,市場とは神からの賜物では

なく,人々が試行錯誤を経てつくりあげた歴史的産物であるという認識と表裏一体である｡こ

のことは,たとえ私的所有権が確定されたとしても,｢神の見えざる手｣に導かれて市場が予定

調和を自動的に実現するわけではなく,取引主体の機会主義的行為を統制する手段が欠落して

いるときには,ホップス的な万人の戟いのなかで市場が機能不全に陥る可能性があることを示

唆している｡いうまでもなく,取決めは,それが履行されなければ意味をもたない｡本文で紹

介したように,サンカムペンの小売業者 GFやその近郊の織元 WBはエイジェントの機会主義

的行為の増加に悩まされている｡ これは代替的就業機会の出現が,機会主義的行為-のプリン

シパルの制裁がもたらすであろうエイジェントの損失を低下させているためと考えられる｡ こ

うした傾向の延長線上に,Williamson[1975]が指摘するような,取引の内部化としての工場

組織の登場が予測される｡小論の最初に触れた大規模農村手織物工場は,そうした事例に該当

すると考えられる｡換言すれば,エイジェントにとって長期にわたる取引から得られる将来利

得への割引率が高くなり,機会主義的行為を誘発するようになったといえる｡このことは,逆

にいえば,かつてはインフォーマルな制裁メカニズムが機能して契約にかかわる取引費用を削

減していたことを示唆している｡この点についての詳細な検討は,今後の課題としたい｡17)
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